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1. はじめに 

 V 擬三角格子系である BaV13O18は高温相，中間

温度相（軌道整列相），低温相（三量体相）の 3 つ

の相が存在することが知られている [1]。Baサイト

へ Sr ドーピングを行うと，ドープ量の増加に伴い

三量体相転移温度 Ttr は上昇し，軌道整列の転移温

度TCOは低下することが明らかにされている。一方，

Vサイトへのドーピングの研究も行われており，Cr

ドーピングでは TCOのわずかな低下，Ttrの消失が観

測されている。また，Ti ドーピングでは TCOと Ttr

の消失が観測されている [2]。 

本研究では，BaV13O18の Vサイトへの Cr，Ti以

外のドーパントとして，元素周期表で Vの下に位置

する Nbを選び，試料作製と物性測定を行った。 

 

2. 実験方法 

 まず粉末原料 BaCO3，V2O5を化学量論比で混合

し，2回の焼結でBa2V2O7を生成する。そのBa2V2O7

に加えて V2O3，Nb2O5，Vを化学量論比で混合して

棒状に成型し，FZ法により BaV13-xNbxO18の単結晶

試料を育成した。そして，粉末 X線回折実験による

試料の同定，SQUID によるバルク試料の磁化率測

定を行った。 

 

3. 実験結果と考察 

 図 1，図 2はそれぞれ x=1.0，1.5の磁化率の温度

依存性を示したグラフである。図 3は各 xにおける

TCO，Ttrをプロットした相図である（x＝0のデータ

は[1]より引用）。これらの図から，ドープ量の増加

に伴い Ttrが上昇，TCOが x=1.0で消失することがわ

かる。 

 Nbドーピングによる三量体相転移温度Ttrの上昇

は，Nbの 4d軌道の広がりが大きいため，電子同士

の重なりが大きくなり三量体を安定化する効果が，

Nb ドーピングに伴う局所的な歪みの効果によって

三量体を抑制する効果より大きいことを示してい

る。 
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図 1 BaV12NbO18の磁化率 

 
図 2 BaV11.5Nb1.5O18の磁化率 
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図 3 BaV13-xNbxO18の相図 

 

 


